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て   ん      け   ん      じ ゃ く        い 

小倉陸軍造兵廠から南小倉駅付近までの引込

線跡（現在の原町緑道）を歩く。我々の大先

輩は何を思ってこの路で職務に当たっていた

のだろうか…。 

8 月 8 日の八幡大空襲。小伊藤山の防空壕に逃れ

た約 300名は火災の熱さと煙で命を落とした…。 

人類 2 発目の原爆の第 1 投下目標は小倉だった…。

勝山公園の「長崎の鐘」がその記憶を後世に伝える。 

九州地青は 5 月 31 日（日）、北九州に残る戦争の歴史をめぐる「５．３１平和フィ

ールドワーク」を開催し、22 名の組合員とそのご家族が参加しました。当日は 30 度

を超える暑さの中、４ｋｍほどの道のりを歩き、自分の働くまちでかつて確かにあった

戦争の痕跡をたどり、その実相を学びました。 


